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注意欠如多動症（ADHD）、自閉症スペ
クトラム（ASD）の子どもの多くに、運
動障害である微細神経学的兆候（SNSs)
や協調性運動障害（DCD）が併発する。
これらが自己肯定感や自己効力感の低下
につながり、二次的な症状の増悪だけで
なく、不登校やいじめの原因となる。早
期に改善することでこれらの負のスパイ
ラルを断ち切ることは、Well-being向上

につながる。

Be-Youプログラムとは
ひとが日常的に行う「３つの基礎動作」と、状況と目的に合った動きを

作り出す「コーディネーション能力」を掛け合わせた運動を、「遊び」通
じて個々の運動発達段階に合わせて行うプログラム。
日本デフビーチバレーボール協会と広瀬統一（早稲田大学スポーツ科学

学術院）が共同開発。

SNSs・DCD改善でウェルビーイング
向上

子どものコミュニケーション能力や情緒を育む土台に固有覚、前
庭覚、触覚がある。Be-Youプログラムのバランスと協調運動プロ
グラムでこれらを刺激
して各種能力や情緒を育むことで二次的なウェルビーイング向上に
もつながる。

注意欠如多動症（ADHD）、自閉症スペクトラム（ASD）の子どもの多くに、
バランスや協調運動などの運動障害である微細神経学的兆候（SNSs)や発達性協
調性運動障害（DCD）が併発。自己肯定感や自己効力感の低下につながり、二次
的な症状の増悪だけでなく、不登校やいじめの原因となる。Be-Youプログラムの
バランスと協調運動改善プログラムで早期に改善し、負のスパイラルを断ち切る
ことでウェルビーイング向上につながる。

発達障がいではない児童にも一定数いると言われている

二次的に情緒を育みウェルビーイング向上

ココを刺激！

科学的根拠に基づいた支援の実施

各種事業所で、保育・教育・指導を担う方々が簡易に科学
的根拠がわかるように、絵カード形式での普及を図っている。

子どもの運動発達を可視化する指標づくりにより、子どもの成⾧
を保護者と共有し、家庭と事業所が一緒になって根拠に基づいた発
達支援ができる、ICTを活用した仕組みづくりをしている。



視線解析 動作解析

Be-Youプログラムの
ダンスバージョン

Be-Youプログラムによる
専用遊具開発



支援プログラム作成と見直し (PDCAサイクル）


